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一
、
開
発
途
上
国
の
都
市
化
過
程
と
都
市
・
農
村
関
係

谷

圭

知

は
、
き
わ
め
て
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
第
三
世
界
諸
国
に
お
け
る
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な
人
口
移
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
都
市
人
口
の
急
速
な
増
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
園
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
開
発
途
上
国
都
市
の
都
市
化
過
程
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
そ
の
急
速
さ
に
加
え
「
工
業
化
な
き
都
市
化
」
、

二
二

O

す
な
わ
ち
、

都
市
の
労
働
力
需
要
を
越
え
る
人
口
流
入
の
継
起
、
と
い
う
特
質
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
都
市
社
会
に
適
応
で
き
な
い
「
マ
l
ジ
ナ
ル
な
」

住
民
層
と
も
－
評
価
さ
れ
る
、
こ
れ
ら
農
村
か
ら
の
移
住
者
を
中
心
と
し
た
新
た
な
都
市
居
住
者
層
の
急
激
な
増
大
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
中

心
都
市
に
様
々
な
「
都
市
問
題
」
を
生
み
出
し
た
。
と
り
わ
け
、
「
不
法
占
拠
住
宅
地
区
」
等
の
低
水
準
の
移
住
者
住
宅
地
区
の
族
生
や
、

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
（
宮
内
。
「
自
包
括
2

0
「
）
と
称
さ
れ
る
、

細
な
第
二
次
・
第
三
次
産
業
従
事
者
層
の
肥
大
化
は
、
こ
れ
ら
都
市
に
共
通
の
現
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
近
年
の
開
発
途
上
諸
国
の
都
市
化
の
進
展
と
、
そ
れ
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の

は
、
マ
ッ
ギ
l
（
宮
の
の
0
0
・
吋
・
の
し
が
述
べ
る
よ
う
に
、
西
欧
に
お
け
る
都
市
化
の
歴
史
的
経
験
に
基
い
た
従
来
の
都
市
理
論
の
限
界
と
、

都
市
を
経
済
発
展
・
社
会
変
化
の
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
る
観
念
の
転
換
の
必
要
性
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

途
上
国
に
お
け
る
都
市
化
の
過
程
は
、
多
く
の
共
通
性
を
有
し
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
存
在
す
る
の
は
、

露
天
商
・
呼
び
売
り
・
輪
タ
ク
運
転
手
・
職
人
と
い
っ
た
零

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
村
社
会
の
特
質
と
、
そ
の
変
容
の
あ
り
方
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
開
発
途
上
国
の
都
市
を
問
題

と
す
る
上
で
は
、
都
市
・
農
村
の
関
係
の
考
察
が
必
要
不
可
欠
な
作
業
と
な
っ
て
く
る
。

以
下
で
は
、

い
わ
ば
そ
の
た
め
の
予
備
作
業
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
事
例
に
、
近
年
に
お
け
る
都
市
・
農
村
関
係
の
態
様
を
、

セ

ン
サ
ス
に
よ
る
都
市
成
長
と
圏
内
人
口
移
動
の
動
向
の
把
握
、
都
市
移
住
者
の
特
質
と
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
実
態
と
い

う
二
つ
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
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途
上
国
の
「
都
市
化
」
を
論
じ
る
場
合
、
常
に
問
題
と
な
る
の
は
、
ワ
1
ス
が
「
都
市
的
生
活
様
式
」
（
ロ
号
自
由
曲
目
）
と
し
て
定
式
化
し
て
い
る

よ
う
な
、
西
欧
的
な
都
市
化
概
念
の
適
合
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
論
考
を
参
照
。
古
屋
野
正
伍
「
ア
l
パ
ニ
ズ
ム
と
都

市
化
｜
発
展
途
上
社
会
へ
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て
」
、
林
武
編
『
発
展
途
上
国
の
都
市
化
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
五
年
、
所
収
。

こ
の
よ
う
な
都
市
移
住
者
に
よ
る
農
村
的
生
活
様
式
の
持
ち
込
み
と
そ
の
維
持
、
と
い
っ
た
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
あ
る
。
宮
田
口
岡
山
口
・

〈

2
）



（

3
）
 

4
『・（
E
－Y

』
d
a
gな
な

G
吾
朗

H－p
a
s
hな
宮
崎
骨
、
み
ミ
マ
e
a
q
h
H
司
、
円
、
ユ
S
叫H急
S
－
切

g
g
P
5
8・
認
円
。
叩

P
A『・
0
3
M
M
g帥曲目
Z

Z
Q
H
r
w回目－
PMMmwgaoF
田
司

MW吋
E
D
H－
同
窓
口
明
神
宮
白
日
間
冊
目
。
ロ
国
司
即
日
仏
OH－
尚
昆
苦
言
。
喝
、
hghH白色
O
p
s－

N
・同
MMM・－ω

印

1
l
A
P
N
・
ま
た
こ

れ
に
関
連
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
都
市
に
お
け
る
マ

1
ジ
ナ
リ
テ
ィ
概
念
の
検
討
を
行
な
っ
た
、
次
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。
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て
｜
マ
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ヒ
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ダ
！
概
念
の
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を
中
心
に
｜
」
経
済
地
理
学
年
報
、

二
四
巻
一
号
、
一
九
七
八
年
、
一
ー
一
八
頁
。
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上
国
都
市
の
ス
ラ
ム
や
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然
発
生
的
な
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住
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宅
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問
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は
、
近
年
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
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が
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こ
こ
で
は
代
表
的
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学
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展
望
を
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
次
の
論
考
が
あ
る
。
新
津
晃
一
「
途
上
国
都
市
に
お
け
る
ス
ラ
ム
の
機
能
｜
ス
ラ
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に
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す
る
対
立
議
論
を
め
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っ
て
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社
会
科
学
ジ
ャ
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ル
第
一
人
号
、
一
九
八

O
年
、
四
七
｜
八
三
頁
。
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議
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望
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献
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
国
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

四

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
化
と
人
口
移
動
を
語
る
上
で
ま
ず
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
著
し
い
人
口
分
布
の
地
域
的

な
不
均
等
で
あ
る
。
第
一
表
に
見
る
よ
う
に
、
総
面
積
の
七
Mmを
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
ジ
ャ
ワ
島
（
マ
ド
ゥ
ラ
島
を
含
む
〉
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
総
人
口
の
六
割
以
上
を
占
め
、
人
口
密
度
も
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
七

O
O人
近
く
に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
国
土
の

大
部
分
を
占
め
る
ジ
ャ
ワ
島
以
外
の
外
島
部
で
は
、

一
部
地
域
を
除
い
て
人
口
密
度
は
百
人
前
後
に
と
ど
ま
り
、
中
に
は
カ
リ
マ
ン
タ
ン

島
の
一
部
や
イ
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ヤ
の
よ
う
に
十
人
に
満
た
な
い
州
す
ら
見
ら
れ
る
。

《

ao
》

人
類
学
者
ギ
ア
l
ツ
ハ
の

2
2
p
n・
）
が
「
農
業
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

I
シ
ョ
ン
」
（
K
F
m

ユ2
－E円巳
F
g
z
z
oロ
）
と
題
さ
れ
た
著
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
極
端
な
人
口
分
布
の
不
均
等
の
背
景
を
、
水
稲
耕
作
と
焼
畑
耕
作
の
生
態
学
的
条
件
の
相
違
に
基
き
、
植
民
地
化
過

程
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
、
両
農
村
社
会
の
人
口
扶
養
力
の
差
異
と
し
て
説
明
し
て
い
る
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、

彼
が
ジ
ャ
ワ
農
村
の
「
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
l
シ
ョ
ン
」
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
構
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
を
追

た
と
え
そ
の
比
率
は
漸
減
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
産
出
増
を
見
込
み
得
る
1
一
吉
い
か
え
れ
ば
限
界
生

産
力
の
低
下
が
ゆ
る
や
か
に
し
か
起
ら
な
い
ー
と
い
う
水
田
農
耕
の
特
質
に
よ
っ
て
、
植
民
地
化
を
契
機
と
す
る
人
口
増
加
は
、
ジ
ャ
ワ

加
的
に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
村
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
的
・
経
済
的
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
過
剰
人
口
が
村
外
に
排
出
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
稲
耕
作
の
労
働
集
約
性
を
極
限
に
ま
で
押
し
進
め
、
「
貧
困
の
共
有
」
（
印
町
釦
円

au。
〈

02uる
を
行
な
う
こ

〈

7
）

と
に
よ
っ
て
人
口
を
農
村
に
と
ど
め
て
お
く
と
い
う
「
解
決
」
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

近
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
化
過
程
を
考
え
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
水
野
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ワ
農
村

の
持
つ
「
人
口
扶
養
力
」
の
大
き
さ
と
い
う
特
質
が
ど
こ
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

る。

一
九
六

0
年
代
以
降
の
大
規
模
な
国
家
計
画
の
展
開
と
、
そ
れ
に
伴
う
外
島
部
へ
の
資
本
投
入
・
経
済
開
発
の
進
行
は
、
こ

の
よ
う
な
ジ
ャ
ワ
島
と
外
島
部
と
の
聞
の
「
格
差
」
を
次
第
に
埋
め
る
と
共
に
、
国
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
パ
タ
ー
ン
に
影
響
を
与
え

一
方
で
、
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イ
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ド
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シ
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お
け
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近
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圏
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人
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移
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都
市
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に
つ
い
て

第1図
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16東ヌサ・テンガラ

19南カリマンタン

22中スラウェシ
25マルク

A メダン
D バンドン

G マラン

J パダン
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名

主要都
市名

1ii 

る
新
た
な
背
景
を
つ
く
り
出
し
つ
つ
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
特

殊
性
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
最
も
新
し
い
一
九
八

O
年

セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
用
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
近
年
の
都
市
化
過
程
を
概
観
し
て
み
た
い
。

ハ二〉

都
市
人
口
と
都
市
成
長
の
パ
タ
ー
ン

一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
都
市
人
口
比
率
は
二
二
・
四
Mmで
あ
る
ル
こ
れ
を
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
較
す
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

ハ
三
八
・
一
一
%
〉
、

マ
レ
ー
シ
ア
ハ
三

0
・八
Mm）
よ
り

低
く
、
タ
イ
ハ
一
八
・

O
M
m）
よ
り
は
や
や
高
い
。
一

方
、
圏
内
に
お
け
る
州
別
都
市
人
口
比
率
を
見
る
と
、

全
国
平
均
を
上
回
る
都
市
化
率
を
示
す
の
は
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
特
別
区
を
例
外
と
し
て
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
と

ス
マ
ト
ラ
の
二
州
（
リ
ア
ウ
お
よ
び
南
ス
マ
ト
ラ
）
の

み
で
あ
る
。
都
市
人
口
比
率
と
人
口
密
度
を
対
比
す
る

と
、
都
市
化
率
の
高
い
州
が
人
口
密
度
も
高
い
と
い
う

一
般
に
予
想
さ
れ
る
関
係
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ

ニ
二
五
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か
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
人
口
比
率
の
高
い
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
、
人
口
密
度
が
十
人
に
満
た
ず
、
ジ
ャ
ワ
島
は
百
万
都
市
の
ス
ラ
パ

ャ
、
バ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
人
口
五
万
人
を
越
え
る
四
十
五
の
行
政
都
市
が
集
中
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
人
口
密
度
は
二

O
M
m

前
後
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
数
字
か
ら
あ
ら
た
め
て
浮
び
上
っ
て
く
る
の
は
、
ジ
ャ
ワ
島
の
農
村
人
口
の
膨
大
さ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

次
に
、
都
市
成
長
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
行
政
都
市
の
人
口
規
模
と
そ
の
成
長
率
の
相
闘
を

示
し
た
の
が
第
二
図
で
あ
る
。

一
九
六
一

1

七
一
年
の
十
年
間
を
見
る
と
、

ωジ
ャ
カ
ル
タ
（
図
中
記
号
C
）、

都
市
が
、
他
の
中
小
都
市
を
し
の
い
で
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
、

ωジ
ャ
ワ
の
中
規
模
以
下
の
都
市
は
、
人
口
が
停
滞
傾
向
に
あ

り
、
農
村
部
を
含
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
の
人
口
増
加
率
を
下
回
る
都
市
が
多
く
見
ら
れ
る
、

ω急
激
な
人
口
成
長
を
遂
げ
て
い
る
都
市

は
、
外
島
部
に
多
い
、
等
の
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
七
一
｜
八

O
年
を
見
る
と
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
お
り
、
六
一

l
七

一
年
に
お
い
て
は
二
都
市
に
過
ぎ
な
か
っ
た
年
平
均
人
口
増
加
率
五

Mmを
越
え
る
都
市
が
、
十
都
市
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
九
都

市
ま
で
が
外
島
部
に
位
置
し
て
い
る
。

ス
ラ
パ
ヤ
（
F
）
の
二
大

一
九
七
一
｜
八

O
年
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
の
人
口
増
加
率
を
上
回
る
都
市
の
数
が
増
え
、
増
加
率
の
高

い
方
向
へ
分
散
の
度
合
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
移
動
人
口
の
都
市
へ
の
集
中
傾
向
が
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
こ
と

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、

を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九
七

O
年
に
「
閉
鎖
都
市
宣
言
」
を
行
な
っ
て
、
人
口
流
入
に
対
す
る
き
び
し
い
制
限
策
を
う

ち
出
し
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
、
相
変
ら
ず
高
い
人
口
増
加
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

（一一一〉

一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
に
み
る
国
内
人
口
移
動
の
動
向

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
圏
内
人
口
移
動
の
様
態
を
分
析
す
る
資
料
と
し
て
は
、
過
去
四
回
実
施
さ
れ
て
い
る
人
口
セ
ン
サ
ス
が
、
長

（

Mm）
 

も
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
新
の
一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
中
心
に
検
討
す
る
。

セ
ン
サ
ス
か
ら
は
圏
内
人
口
移
動
パ
タ
ー
ン
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
次
の
三
種
類
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
住
地

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
二
七
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第
・2
表

出
生
地
と
の
関
係
で
み
た
人
口
移
動
〈
生
涯
移
動
〉
の
傾
向

(1980
年
セ
ン
サ
ス
〉

A
は
流
出
超
過

州
名

｜
 流(1入0人∞人口〉｜｜

流
（
叫
山
〉
晴
｜
蝋
入
人
%
口
）
｜
流
胸
山
%
〉
｜
流
山
（
酬
支
｜
｜
流
山

(1971
）
支
｜
流
の
増
山
減
傾
支向

ア
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ト
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西
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ラ
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ジ
ヤ
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甫
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，、．
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，レ
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ラ
ユノ

ポ
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793, 1

 

ス
・マ

ト
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4,040, 2
 

ジ
ャ

カ
ル

タ
特

別
区
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西
部

ジ
ヤ

ワ
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中
部

ジ
－ャ

ワ
359.7 

ジ
ョ

タ
ジ

ャ
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ル
タ
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別

区
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東
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ジ
ヤ
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ジ
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.
 

リ
65,3 

西
ヌ

サ
・

テ
ン

ガ
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ヌ
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カ
リ

マ
Y

タ
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72.4 

4.5 
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A
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＋
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事

18 
中

カ
リ

マ
ン

タ
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142.8 
25.1 
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s.o 

111.2 
88.7 

＋
 

78.5 

19 
南

カ
リ

マ
γ

タ
γ

145.4 
169.6 

1.1 
s.1 

A
 

24.2 
A
 

17. 0
 
一

1.2 

20 
東

カ
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マ
ン

タ
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297.0 
84.1 

24-5 
8,6 
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17.1 

+
 245.8 

IV 
カ

リ
．
守

ン
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:.,, 
696.9 

801. 2
 

10.4 
4,8 

895.7 
28.0 

+
 867.7 

21 
北

ス
ラ

ウ
X
 

、ン
91.5 

121. 2
 

4.8 
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A
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A
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ス

ラ
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fシ
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14.6 
3.0 

158.1 
11.1 

+
 186.0 

28 
南

ス
ラ

ウ
ヨ巳

シ
119.0 

511. 7
 

2.0 
1.9 

A
 
392.7 

企
170.8

-
222.4 

24 
南

東
ス

ラ
ウ

ェ
シ

106.0 
90.0 

11.8 
9.7 

16.0 
』h
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＋
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事

V
 

ス
ラ

ウ
X
 

シ
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7.1 
企
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A
 
168.5 

84.8 

25 
・マ

/I, 
タ

180.1 
64.7 

9.2 
4.8 

65.4 
6.9 

＋
 

58.5 
26 

イ
リ

ア
ン

・
ジ

ャ
ヤ

96.1 
15.6 

8.7 
1. 
5
 

80.5 
一

羽
マ

ル
ク

＆
イ

リ
ア

ン
・

ジ
ャ

ヤ
226.2 

80.8 
9.0 

3.4 
145.9 

6.9 
＼

＼
＼

 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

合
計
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9. 
971. 9

 
1.0 
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＼

＼
＼

 

（
資
料
：

Biro
P
目

前
Stati3

此
P
伽

la
伽

山
伽

向
的

s
:
 s.
肋

2・
Results

o
f

伽
1
卿

P
o抑

la
伽

C
側

us,
1蜘

に
よ

り
1

作
製
。
東
チ
モ
ー
ル
州
は
移
動
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
省
略
。
流
入
人
口
と
流
出
人
口
の
合
計
の
差
異
は
，
圏
外
か
ら
の
流
入
の
存
在
に
よ
る
J

ャ
λ
t
ι

，F十
ぷ
ト
、
主
l
』ヰヨ；：－IQ）

製
品
＋
＠
固
定
〈
ロ

#ti議
~
嬬
怪
奇
：
！
Q
議
直
以

0.'.°>\-'
1111

長



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
三

O

と
出
生
地
・
前
住
地
・
五
年
前
の
居
住
地
と
の
対
応
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

を

ま
ず
、
生
れ
た
州
と
現
在
居
住
す
る
州
が
異
な
る
人
口

セ
ン
サ
ス
の
用
語
に
従
っ
て
、
「
生
涯
移
住
者
人
口
」
（

Z
F丘
5
0
5百
E
E）
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
特
性
を
見
る
こ
と
に
す

る

一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
、
こ
の
規
定
に
よ
る
生
涯
移
住
者
人
口
は
、

一、

O
二
四
万
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
人
口
の
七
・

O

Mm
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
に
比
較
す
る
と
、
総
数
に
お
い
て
約
四
五

O
万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
比
率
で
二
・
二

Mm

の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
州
別
に
検
討
す
る
と
（
第
二
表
）
、
州
の
現
住
人
口
に
占
め
る
移
住
者
の
比
率
（
流
入
人
口
比
率
）
が
著
し

く
高
い
の
は
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
、
ラ
ン
ポ
ン
の
二
州
で
あ
り
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、

ジ
ャ
ン
ピ
州
が
こ
れ
に
続
く
。

一
方
、
そ
の
州

を
出
生
地
と
す
る
人
口
の
う
ち
現
在
他
州
に
居
住
す
る
者
の
割
合
（
流
出
入
口
比
率
）
を
見
る
と
、
最
も
高
い
の
は
西
ス
マ
ト
ラ
州
で
あ

り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
中
部
ジ
ャ
ワ
州
で
あ
る
。
パ
リ
お
よ
び
ヌ
サ
・
テ
ン
ガ
ラ
諸
州
で
は
流
入
・
流
出
入
口
比
率
共
に
低
い
。
地
域
的

い
ず
れ
も
一

O
M
mを
上
回
る
。
ま
た
絶
対

に
見
る
と
、
流
入
人
口
比
率
が
高
い
の
は
、

ス
マ
ト
ラ
島
、

と
り
わ
け
南
部
の
諸
州
で
あ
り
、

数
で
も
、

ス
マ
ト
ラ
諸
州
へ
の
流
入
は
、
四

O
四
万
人
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
の
流
入
人
口
の
四
六
労
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

ス
マ
ト
ラ
島
へ
の
人
口
流
入
の
背
景
と
し
て
存
在
す
る
の
は
、
「
ト
ラ
ン
ス
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
同
日
ロ
臼
B

－ms
t
oロ
）
と
呼
ば
れ
る
、

政
府
に
よ
る
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
外
島
へ
の
移
住
政
策
で
あ
る
、

一
方
、
総
体
的
に
流
入
人
口
が
流
出
人
口
を
上
回
る
ス
マ
ト
ラ
島
の
諸
州
に

（

ω）
 

あ
っ
て
は
、
西
部
ス
マ
ト
ラ
州
の
み
が
そ
の
比
率
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
の
が
自
に
つ
く
。

こ
れ
に
対
し
、
圧
倒
的
に
多
く
の
人
口
を
他
州
に
排
出
し
て
い
る
の
が
、
ジ
ャ
ワ
島
の
諸
州
で
あ
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
を
含
む
ジ

ヤ
ワ
島
諸
州
の
流
出
人
口
は
、
六
九
七
万
人
で
あ
り
、
総
流
出
人
口
の
七
割
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ワ
島
諸
州
か
ら
の
流
出
人

口
の
目
的
地
を
示
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
島
全
体
で
見
る
と
、
移
動
人
口
の
三
分
の
一
が
ス
マ
ト
ラ
南
部
四
州
（
ジ
ャ
ン

ピ
、
南
部
ス
マ
ト
ラ
、
ベ
ン
ク
ル
、
ラ
ン
ポ
ン
〉
に
向
い
、
約
三
割
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
と
移
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
州
別
に

見
る
と
、
各
州
聞
の
人
口
の
流
出
先
の
構
成
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
部
ジ
ャ
ワ
州
で
は
、
他
州
へ
の
流
出
人
口
の
半



第
3
表

ジ
ャ
ワ
島
諸
州
か
ら
の
人
口
移
動

〔
上

段
移

住
者

数
ω
〕

下
段

比
率

（
%

）
J
 

：：；－－ご竺
l

ス
マ

ト
ラ

ジ
ヤ

ワ
地そ方の

他
の

北
部

4
州

｜
南

部
州

｜
ジ
ャ
カ
ル
タ
｜

他
の
諸
州

カ
リ
マ
ン
タ
ン

d口
.. 

計

品
川

＼
＼

＼
①

ジ
ャ

カ
ル

タ
特

別
区

25.328 
326.340 

6. 
143 

18,176 
400,767 

(6. 3) 
(6. 2) 

(81. 4) 
(1. 5) 

(4.5) 
(100. 0) 

②
西

部
ジ

ワ
45,488 

383,776 
837,999 

135,638 
36,423 

48,611 
1. 
487,935 

ヤ
(3. 1) 

(25.8) 
(56.3) 

(9.1) 
(2. 4) 

(3.3) 
(100. 0) 

③
中

部
ジ

ワ
380,323 

1. 
128,593 

844,778 
695,616 

102.408 
76,174 

3,227,892 
ヤ

(11. 8) 
(35.0) 

(26.2) 
(21. 6) 

(3. 2) 
(2. 4) 

ooo. o) 

④
 

ジ
ョ

ク
ジ

ャ
カ

ル
タ

特
別

区
7,757 

81,895 
60,989 

85,510 
6,143 

11, 153 
253,447 

(3. 1) 
(32.3) 

(24. 1) 
(33.7) 

(2. 4) 
(4.4) 

(100. 0) 

⑤
東

部
ジ

ワ
145,297 

678,777 
209,739 

186,415 
222,980 

150,643 
1. 
593,851 

ヤ
(9.1) 

(42.6) 
(13. 2) 

(11. 7) 
(14. 0) 

(9. 5) 
ooo. o) 

そJ
ヤ

ワ
島

ぷロ
〉．

Z十
604. 193 

2,297,821 
1,953,509 

1,429.515 
374,097 

304.757 
6,963,892 

(8. 7) 
(33.0) 

(28. 1) 
(20. 5) 

(5.4) 
(4. 4) 

ooo. o) 

身
各
者
州
人
口
に
占
め
る
ジ
ャ
ワ
島
出

I
 

3.7 
30. 1

 ＼
 

5.6 
1. 
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＼
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

一一一一一一一

数
以
上
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
向
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
三
州
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
南
部
へ
の
移
動
人
口
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
移
動
を
上
回

っ
て
い
る
。
両
者
の
聞
に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
の
距
離
が
増
す
に
つ
れ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
移
動
人
口
比
率
が
低
下
し
、
そ
れ
に
か
わ

っ
て
ス
マ
ト
ラ
南
部
諸
州
へ
の
流
出
人
口
比
率
が
高
ま
る
と
い
う
関
係
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
人
口
の
流
出
入
傾
向
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
み
る
た
め
に
、

一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
と
の
比
較
を
行
な

っ
て
み
よ
う
。
第
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
九
八

O
年
に
お
い
て
人
口
の
流
出
入
収
支
が
正
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
流
入
人
口
が
流
出
人

口
を
上
回
っ
て
い
る
州
は
一
六
州
、
逆
に
流
出
人
口
が
流
入
人
口
を
上
回
る
州
は
十
州
あ
る
。
こ
れ
を
、

一
九
七
一
年
と
比
較
す
る
と
、

三
つ
の
州
が
出
超
か
ら
入
超
に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
い
く
と
、

一
九
七
一
年
に
お
い
て
流
出
超
過
を
示

し
た
州
の
う
ち
、

一
九
八

O
年
で
は
そ
の
傾
向
が
弱
ま
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
相
対
的
に
流
入
人
口
が
増
大
し
て
い
る
州
（
＊
印
）
が
、

前
記
の
三
州
を
含
め
、
六
州
あ
り
、
逆
に
依
然
流
入
人
口
が
流
出
を
上
回
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
九
年
間
に
は
む
し
ろ
流
出
傾
向
を
強
め

つ
つ
あ
る
州
ハ
※
印
〉
が
二
州
見
ら
れ
る
。
中
で
も
著
し
い
の
が
、
西
部
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
流
入
人
口
の
増
大
傾
向
主
、
北
部
ス
マ
ト
ラ

に
お
け
る
流
出
人
口
の
増
大
傾
向
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
西
部
ジ
ャ
ワ
州
の
場
合
、
中
部
ジ
ャ
ワ
・
東
部
ジ
ャ
ワ
の
両
州
が
、
さ
ら
に
流

出
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
の
に
比
べ
目
立
っ
た
対
照
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
移
動
傾
向
の
変
化
要
因
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
面
的

な
分
有
か
必
要
と
な
ろ
う
。

次
に
、
五
年
前
の
居
住
地
と
現
住
地
と
の
対
照
に
よ
っ
て
近
年
の
移
動
傾
向
を
見
る
ハ
第
四
表
〉
。
最
近
五
年
間
に
居
住
地
を
移
し
た

人
口
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
で
三
七
二
万
人
、
総
人
口
の
二
・
五
Mm
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
生
涯
移
動
者
」
人
口
の
傾
向
と
比
べ
る
と
、

か
な
り
の
州
で
人
口
の
流
出
入
収
支
の
逆
転
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
移
動
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
加
え
、
生
涯
移
動
に
は
含
ま
れ

て
こ
な
い
、
出
生
地
へ
の
「
回
帰
移
動
」
守
E
C吋ロ－
E
百
日
氏
。
ロ
〉
が
加
わ
る
た
め
で
あ
る
。

五
年
間
の
移
動
人
口
を
、
都
市
・
農
村
別
に
見
る
と
全
体
の
四
八
Mmが
都
市
部
へ
の
移
動
、
残
り
の
五
二
Mmが
農
村
部
へ
の
移
動
、
と

な
っ
て
い
る
。
農
村
部
へ
の
移
動
が
半
数
以
上
を
占
め
る
理
由
と
し
て
は
、
既
に
述
べ
た
外
島
へ
の
政
策
的
開
拓
移
住
と
、
前
述
の
「
回



」司＿＿＿；：＇km

-60%以上

回圃 40～60

Eヨ30～40

CJ 20～30 

Eコ20%未iiMJ

帰
移
動
」
の
存
在
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
部
へ
の
移
動
を
行
な
っ
た
一
七
九
万
人
の
う
ち
七
割
ま
で
は
、

ジ
ャ
ワ
島

都
市
へ
の
移
動
で
あ
る
。

と
り
わ
け
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
都
市
部
へ
の
総
移
動
人
口
の
四
割
を
吸
収
し
て
お

都市移動人ロ中のジャ力ルタの占有率

り

一
九
八

O
年
の
総
都
市
人
口
に
占
め
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
比
率
が
一
八

Mmで
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
人
口
吸
引
力
は
き
わ
め
て
強
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
州
別
に
検
討
す
る
と
、
都
市
へ
の
移
動
人
口
中
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
占
有
率

は
、
都
市
部
へ
の
移
動
の
約
三
分
の
二
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
と
向
っ
て
い
る
西
部
カ

リ
マ
ン
タ
ン
・
西
部
ジ
ャ
ワ
の
二
州
を
は
じ
め
、
中
部
ジ
ャ
ヮ
、
北
部
ス
マ
ト
ラ

等
の
州
で
と
り
わ
け
高
い
値
を
示
し
て
い
る
（
第
三
図
）
。

こ
れ
を
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
流
入
人
口
構
成
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
の
が
、
第

四
図
で
あ
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
流
入
者
人
口
総
数
は
、

一
九
七
一
年
の
一
八
七
万
人
か
ら

第3図

九
八

O
年
に
は
二
六

O
万
人
へ
と
約
四

OMm近
い
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、
州
別

の
構
成
比
で
は
、

一
九
三

O
年
に
は
九
割
以
上
を
占
め
て
い
た
ジ
ャ
ワ
島
出
身
者

の
比
率
が
低
下
し
、

か
わ
っ
て
ス
マ
ト
ラ
島
を
中
心
に
外
島
部
出
身
者
の
比
率
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

ジ
ャ

7持
出
身
者
の
中
で
も
、

か
つ
て
は
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
た
西
部
ジ
ャ
ワ
出
身
者
の
比
重
が
減
り
、

一
九
八

O
年
に
は
実
数
に
お
い
て
も
中
部
ジ
ャ
ワ
出
身
者
が
第
一
位
の
座
を
占
め

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

一一一一一一一



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
国
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

1930年

1980年

（最近5年間）
の移住者j

1971年

1980年

I スマトラ73,6 I 17.1 

第4園 ジャカルタへの移住者の出身地縫成とその変化「料 BiroP凶 s

Gよ Idon 泌 Mi ion to 凶 f m J k此 i 而ぽ R.J. ( d.)) 

1971一E也”dudukD. K. I. ]akaγta Raya, 1974, 1930年のデータは Hugo,

Migratio叫 andDevelopment in South East Asia : A D捌 ographicPerspec-
ti官民 OxfordUniversity Press, 1979によった。

ジャワ

二
三
四

る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
次

の
点
で
あ
る
。

ωイ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
圏

内
人
口
移
動
は
、
地
域
的
な
移
動
パ
タ
ー
ン
の

変
化
を
伴
い
な
が
ら
全
体
と
し
て
か
な
り
急
速

に
そ
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

ω人
口
移

動
の
主
流
を
成
す
の
は
、
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
の
移

動
人
口
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
目
的
地
は
、
農

村
部
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ポ
ン
、
南
ス
マ
ト
ラ

州
を
は
じ
め
と
す
る
ス
マ
ト
ラ
南
部
諸
州
、
都

市
部
で
は
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
あ
る
。

ωジ
ャ
カ

ル
タ
の
人
口
吸
引
力
は
大
き
く
、
ジ
ャ
ワ
島
の

み
な
ら
ず
、
外
島
部
か
ら
も
多
く
の
人
口
を
集

め
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
示
し
た
圏
内
人
口
移
動
の
動
向
は
、

・マ

ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お

い
て
近
年
進
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
経
済
的
変
化

の
方
向
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
。
と
り
わ
け
、
移
動
人
口
の
目
的
地
と
し



第
4
表

最
近

5
年
間
の
移
動
人
口
（

1980年
セ
ン
サ
ス
〉
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二一一一六

て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
外
島
部
の
特
定
の
地
区
へ
の
集
中
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
行
政
・
経
済
機
能
の
集
積
と
、

外
島
部
に
お
け
る
大
規
模
な
工
業
開
発
と
農
業
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
地
域
に
資
本
投
資
の
集
中
が
行
な
わ
れ
て
い
る
結
果

と
推
測
さ
れ
る
。

他
方
、
移
動
の
意
思
決
定
が
い
か
な
る
社
会
的
・
経
済
的
環
境
の
中
で
な
さ
れ
る
か
と
い
う
局
面
を
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
、
都

市
・
農
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
雇
用
獲
得
の
可
能
性
、
都
市
・
農
村
聞
の
賃
金
格
差
、
移
動
費
用
、
移
動
目
的
地
に
つ
い
て
の
情
報
の

量
、
等
の
様
々
な
要
因
の
相
互
作
用
が
存
在
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
の
よ
う
な
人
口
移
動
と
り
わ
け
都
市
・
農
村
間
人
口
移
動
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
す
、
都
市
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
実
態
の
検
討
を
中
心
に
、
都
市
移
住
者
の
存

在
形
態
と
い
う
点
か
ら
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
都
市
化
と
圏
内
人
口
移
動
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
。

（

6
）
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0
2ユN
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OHM
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n日
？
と
り
わ
け

3
・日∞
l
笥・

E
・
g－

s．E
・
g－
H

8
・
に
お
け
る
議
論
を
参
照
。

水
野
広
祐
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

i
農
村
の
人
口
扶
養
力
と
都
市
化
」
柴
田
徳
衛
・
加
納
弘
勝
編
『
第
三
世
界
の
人
口
移
動
と
都
市
化
』
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
、
一
九
八
三
年
、
七
四
｜
八
八
頁
。

こ
の
間
題
は
、
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
村
研
究
者
の
聞
で
、
大
き
な
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
詳
し
い
。

加
納
啓
良
「
ジ
ャ
ワ
農
村
経
済
史
研
究
の
視
座
転
換
｜
『
イ
ン
ボ
リ
ュ

1
シ
ョ
ン
』
テ
l
ゼ
の
批
判
的
検
討
」
、
ア
ジ
ア
経
済
、
二

O
巻
二
号
。

回

5
2
g神
宮
丘
町
長
・

3
宮
E
S
S
也、

LE号
電
S
H
U
S
H
9
5・N
・
宮
崎
ahh師
。
、
苦
』

u
g
b
e色白な
s
p
a
E♂
』
品
目
円

F

5
8・
に
よ
り
算
出
な
お
、
セ
ン
サ
ス
で
は
次
の
四
種
類
の
地
域
が
「
都
市
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
山
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
（
ロ

E

E
E
ュε、
凶
行
政
都
市
（
同
o
g
B
E
3〉
、
間
県
（
関
与
ロ
宮

Hg）
庁
所
在
地
、
凶
そ
の
他
の
都
市
的
特
質
を
持
っ
た
地
域
。

数
字
は
、
鷲
尾
宏
明
「
東
南
ア
ジ
ア
｜
国
際
化
に
造
れ
る
社
会
と
首
都
集
中
」
柴
田
・
加
納
編
、
前
掲
書
、
九
七
頁
、

V
｜
S
表
よ
り
引
用
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
各
国
に
お
い
て
「
都
市
」
の
定
義
が
異
な
る
た
め
、
こ
の
数
字
は
厳
密
な
比
較
の
材
料
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
外
島
部
の
都
市
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
が
伝
統
的
に
は
海
上
交
易
を
基
礎
と
す
る
港
湾
都
市
と
し
て
、
ま
た
近
年
に
お
い
て
は
国
家

〈

7
〉

〈

8
〉

〈
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）

（

ω）
 

（

日

〉

〈

ロ

〉



（

M
M
〉

（

MH〉

規
模
で
の
経
済
開
発
の
拠
点
と
し
て
、
い
ず
れ
も
後
背
農
村
と
の
関
係
が
稀
薄
な
「
飛
ぴ
地
」
な
発
展
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
特
質
と
し

て
指
摘
さ
れ
よ
う
。

こ
の
数
字
に
は
、
市
域
の
拡
大
に
よ
る
人
口
増
加
分
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
て
い
な
い
。

水
野
は
、
人
口
成
長
率
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
を
、
山
ジ
ャ
ワ
島
北
海
岸
大
都
市
成
長
型
、
間
ジ
ャ
ワ
島
内
陸
部
中
小
都
市
停
滞
型
、

間
外
島
開
発
・
人
口
急
成
長
型
、
凶
そ
の
他
の
外
島
海
洋
都
市
、
の
四
つ
の
類
型
に
分
け
、
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
水
野
、
前
掲
論
文
、
八
一

｜
八
四
頁
。

セ
ン
サ
ス
に
よ
る
人
口
移
動
の
分
析
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
い
く
つ
か
の
限
界
を
持
っ
て
い
る
。
統
計
数
値
そ
の
も
の
の
信
頼
度
に
つ
い
て
は

こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
と
し
て
も
、
ス
ハ
ル
ソ
ら
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
山
セ
ン
サ
ス
で
は
、
異
な
る
二
時
点
を
比
較
し
て
、
居
住
場
所
の
異

な
る
者
を
「
移
住
者
」
と
し
て
計
測
し
得
る
の
み
で
あ
っ
て
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
人
口
移
動
の
量
（
フ
ロ

l
）
を
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

二
時
点
の
居
住
地
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
そ
の
聞
の
移
動
は
記
録
さ
れ
な
い
、
間
セ
ン
サ
ス
で
は
、
人
口
移
動
を
示
す
デ
ー
タ
が
州

Q
B三
宮
市
〉

単
位
で
し
か
示
さ
れ
な
い
た
め
、
州
を
越
え
な
い
人
口
移
動
｜
た
と
え
ば
同
一
州
内
の
中
心
都
市
へ
の
移
動
ー
は
、
把
握
さ
れ
な
い
、
等
の
問
題

点
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ジ
ャ
ワ
農
村
か
ら
、
ジ
ャ
ワ
島
内
の
都
市
部
へ
の
移
動
に
お
い
て
、
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
短

期
の
季
節
出
稼
ぎ
的
な
循
環
移
動
（
a
R
E
R
S－
句
色
町

g〉
の
実
態
は
、
セ
ン
サ
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
人

口
移
動
量
は
、
セ
ン
サ
ス
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
（
た
と
え
ば
ス
ハ
ル
ソ
ら
に
よ

れ
ば
、
全
移
動
中
、
州
内
の
移
動
が
そ
の
四
分
の
三
を
占
め
る
と
、
推
計
さ
れ
て
い
る
。

ω吾
常
田
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ω
M
u
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目
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F－
同
耐
震
ミ

I
S守

S
』
h
Q
E
H
g
s
b
a
s
s
R
冨
ロ
ロ
ロ
四
円
阻
害

ω
叩ユ
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一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
、
国
内
人
口
移
動
の
分
析
と
し
て
は
、
次
の
文
献
が
あ
る
。
田
区
間
0・。－

v－
z
a
o
z
a即日一
2
2冊
目
田
口
片
岡
M若
干

E
－g
冨
0
4
2回
g
H
S
S
F
庄
司
3
0
p
M
N・』・（
oa・γ
』
b
h
E
S
S
S札

E
S
N
q
b苦
喜
三
s
g
R
H
F
同

S
H
h包．白
H
h
H
U向苦ロ
hEbph町

、
司
師
、
宮
内
忠
SF
。岡崎
O円
色
白
色
話
可
回
目
q
H
M円
g
p
烈口同】田

r
H
Bヲ
H
F
S吋由・同
MMYH3lH由日・

と
り
わ
け
、
ラ
ン
ポ
ン
州
で
は
、
流
入
人
口
比
率
は
四

O
%近
く
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
そ
の
九
割
ま
で
が
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
州
全
体
の
「
ジ
ャ
ワ
化
」
と
で
も
言
う
べ
き
状
況
が
、
様
々
な
問
題
を
も
引
起
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
次
の
考
察
が
参
考
に
な
る
。
紙
谷
貢
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ラ
ン
ポ
ン
州
の
農
業
1
貧
困
の
移
植
｜
」
季
刊
農
業
総
号
研
究
、
二

六
巻
一
号
、
一
九
七
二
年
。

（
日
）

（
日
山
）

（
げ
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
三
一
七



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
三
八

（
山
崎
〉

「
ト
ラ
ン
ス
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
政
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
お
よ
び
文
献
目
録
が
参
考
に
な
る
。
国
同
司

ago－
伊
豆
・
・
同
】
E
g意向
E
R
s

h
a
H
a
s
a白・。岡崎
o
a
d回目語
a
q
M
V諸国
P
関

S
E
E
B
M
M
E－
－
由
ミ
－

F
h
a
R
M
M・〉－

ga
冨
曲
目
〉
包
括
唱
P
P
M－
aま
ま
－

h町、
白
色

s
h
a
h
a
s
g役
目
、
声
昌
弘

saa＆
慰
霊
高
高
￥
い
司
・
の
但
仏
首
F

呂田仏国

C
E話
『
曲
目
守
司
諸
国
国
・

5
R

こ
の
背
景
に
は
西
部
ス
マ
ト
ラ
州
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ミ
ナ
ン
カ
パ
ウ
族
の
持
つ
「
ム
ラ
ン
タ
オ
」
〈

B
2
8
s
ε
と
呼
ば
れ
る
出
稼
ぎ
慣
行

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。

「
回
帰
移
動
」
者
人
口
は
、
前
住
地
と
の
関
係
で
見
た
移
動
人
口
と
生
涯
移
動
人
口
と
の
差
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
回
帰

移
動
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
園
内
人
口
移
動
の
中
の
約
一
割
を
占
め
、
西
ス
マ
ト
ラ
、
中
部
ジ
ャ
ヮ
、
北
・
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
等
の
流
出
性
向
の
高

い
諸
州
で
は
、
流
入
人
口
中
に
占
め
る
回
帰
移
動
者
の
比
率
も
一
一
一

i
四
割
と
き
わ
め
て
高
い
。
逆
に
回
帰
移
動
比
率
が
低
い
の
は
、
ラ
ン
ポ
ン
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
等
の
流
入
人
口
の
多
い
諸
州
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
繊
の
人
口
吸
収
力
の
大
き
き
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

ハ
川
四
〉

ハ
帆
副
〉

、
都
市
移
住
者
の
存
在
形
態
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

（

一

〉

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
を
め
ぐ
る
議
論

こ
こ
で
議
論
の
対
象
と
す
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ぱ
一
と
は
、
途
上
国
都
市
に
膨
大
に
存
在
す
る
零
細
な
小
売
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
・
製
造
業
等
の
経
済
活
動
を
総
称
す
る
用
語
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
露
天
商
・
呼
び
売
り
・
輪
タ
ク
運
転
手
・
手
工
業
者
・
職
人
等

の
、
多
種
多
様
な
職
業
が
含
ま
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
自
体
は
、
途
上
国
都
市
に
も
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
先
進
国
の
諸
都
市
に
お

い
て
も
か
つ
て
は
大
量
に
存
在
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
川
町
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
こ
れ
ら
の
経
済
活
動
は
、
資
本
集
約
的
で
生
産
性
の

高
い
「
近
代
部
門
」
に
対
し
、
遅
れ
た
「
伝
統
部
門
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
途
上
国
の
近
代
化
・
工
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
や
が
て

は
前
者
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
の
注
目
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。



途
上
国
都
市
の
こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
に
、
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
名
称
が
与
え
ら
料
ν

そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発

と
な
る
の
は
、
一
九
七

0
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
契
機
を
な
し
た

I
L
O
の
ケ
エ
ヤ
に
お
け
る
報
告
書
で
は
、
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
・
セ
ク
タ
ー
」
を
、

ω参
入
が
容
易
、

ω土
着
の
資
源
へ
の
依
存
、

ω事
業
の
家
族
所
有
、

ω小
規
模
経
営
、
間
労
働
集
約
的
で
応
用

的
な
技
術
、
矧
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
校
制
度
外
で
獲
得
さ
れ
た
技
能
的
無
規
制
的
で
競
争
的
な
市
場
、
等
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も

の
と
し
、
途
上
国
都
市
空
雇
用
拡
大
と
所
得
分
配
の
平
等
化
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
経
済
部
門
の
果
す
役
割
の
再
評
価
が
提
言
さ
れ
た
。

以
来
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
問
題
は
、
途
上
国
都
市
研
究
の
大
き
な
焦
点
と
し
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
各
都
市
に
お

け
る
そ
の
実
態
報
告
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

ぃ
、
と
い
っ
た
問
題
も
存
在
し
、
ま
た
近
年
で
は
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
積
極
的
評
価
が
果
す
「
現
状
維
持
的
」
役
割
に

つ
い
て
の
批
判
も
生
れ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
は
、
そ
の
用
語
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
概
念
規
定
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な

し
か
し
、
途
上
国
の
都
市
化
過
程
の
共
通
の
特
色
で
あ
る
都
市
の
労
働
力
需
要
を
越
え
た
人
口
流
入
の
継
続
的
拡
大
と
い
う
現
実
を
支

え
る
要
素
と
し
て
、
都
市
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
概
念
の
検
討
や
そ
の
評
価
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市

に
お
け
る
こ
れ
ら
経
済
部
門
の
実
態
と
、
そ
れ
が
人
口
移
動
と
都
市
化
の
過
程
に
果
す
役
割
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に

す
る
。（

一
一
〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
研
究
が
生
れ
て
き
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
な
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
近
年
、
都
市
イ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
三
九



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四

O

一
九
六
七
年
に
お
け
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
全
事
業
所
数
の
四
一

Mm
に
あ
た
る
、
四
三
万
五
千
の
事
業

所
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
と
し
て
同
定
さ
れ
て
い
る
。
産
業
別
で
は
、
農
業
〈
八
六
Mm〉
・
建
設
業
（
八
五
Mm
〉
・
商
業
公
ハ
八

セ
ス
ラ
マ
ン

3
2
V
R釦
g
g－
ω・
〈
・
〉
は
、
統
計
資
料
を
用
い
、

（

Mm｝
 

推
計
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
比
率
を

Mm〉
・
運
輸
通
信
業
等
に
そ
の
比
率
が
高
い
が
、
総
数
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
含
ま
れ
る
総
事
業
所
数
の
二
七
Mmを
サ
ー

ビ
ス
業
が
占
め
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
就
業
者
に
対
す
る
大
規
模
な
実
態
調
査
に
基
く
も
の
と
し
て
は
、

十
創
ル
そ
こ
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
お
け
る
四
千
人
以
上
の
面
接
調
査
の
結
果
と
し
て
、

ωイ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
八
割
ま
で

が
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
る
、

ωイ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
就
業
者
の
六
割
が
移
住
者
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
ジ
ャ
ワ

出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
、

ωそ
れ
ら
の
移
住
者
の
六
割
は
既
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
十
年
以
上
居
住
経
験
を
持
っ
て
い
る
、

ω居
住
条

件
は
全
体
に
低
水
準
に
あ
り
、
全
体
の
四
分
の
三
が
「
間
に
合
わ
せ
の
」
（

ggHMOBミ
）
住
宅
に
住
み
、
そ
の
半
数
以
上
が
電
気
も
水

道
も
な
い
、

ω一
方
で
、
職
に
対
す
る
「
満
足
度
」
は
意
外
に
高
く
、
転
職
を
希
望
し
て
い
る
者
は
四
分
の
一
に
満
た
な
い
、
等
、
い
く

つ
か
の
興
味
あ
る
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。

モ
ア

（冨

o
F
出・〉

の
報
告
が
あ

サ
ン
プ
ル
数
は
少
な
い
が
、
パ
パ
ネ
グ
ハ
司
喜
一
釦
ロ
o
F
の
・
司
・
〉
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
低
所
得
階
層
に
つ
い
て
の
論
考
で
、
職
種
別
の
所

得
額
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
百
十
一
人
の
回
答
者
の
一
日
の
平
均
所
得
は
二
八

O
ル
ピ
ア
（
約

0
・
七
ド
ル
〉
と
、
き

円
山
揖
）

わ
め
て
低
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
移
住
前
に
職
に
就
い
て
い
た
者
の
一
日
の
平
均
所
得
は
一
四

O
ル
ピ
ア
で
あ
り
、
そ
の
六
割
以
上
が
百

ル
ピ
ア
に
満
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
移
住
者
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
低
所
得
で
あ
っ
て
も
、
移
住
前
よ
り
は
所
得

は
向
上
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
内
部
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
・
小
商
人
ら
は
相

対
的
に
所
得
が
高
く
、
ベ
チ
ャ
運
転
手
は
中
位
、
靴
磨
や
屑
拾
い
等
は
最
も
低
い
、
と
い
う
よ
う
に
、
所
得
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
も
示

さ
れ
て
い
一
伯
仲



イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
内
部
の
き
わ
め
て
多
様
な
職
種
の
分
化
の
実
態
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
特
定
の
職
種
と
移
住
者
の
出
身
地
と
の
聞
に
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
出
ル

村
井
は
、
パ
ン
ド
ン
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
き
、

ジ
ャ
リ
ネ
ッ
ク
（
守
口
山
口
巾
F
F
H
E
）
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
売
り
を
事
例
に
、
こ
の
よ
う
な
農
村
出
身
者
と
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
結
び
つ
き
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
部
ジ
ャ
ワ
農
村
出
身
の
季
節
出
稼
ぎ
移
住
者
が
、
同
郷
者
で
あ
る

タ
ウ
ケ
（

g
z
w
o）
と
呼
ば
れ
る
家
主
兼
親
方
の
庇
護
の
下
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
経
済
活
動
に
組
込
ま
れ
て
い
る
様
子

が
、
ポ
ン
ド
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
居
住
空
間
を
舞
台
に
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
タ
ウ
ケ
は
、
多
く
は
、
家
族
を
村
に
残
し

た
単
身
の
出
稼
事
き
で
あ
る
こ
れ
ら
の
移
住
者
に
、
住
居
（
そ
れ
は
四
×
六

m
に
十
五
人
が
寝
起
き
す
る
と
い
う
よ
う
な
き
わ
め
て
過
密
の

（

M
M
O
ロ仏
O
W）

も
の
で
あ
る
が
）
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
屋
台
を
貸
し
与
え
る
。
移
住
者
た
ち
は
、
屋
台
の
借
貨
を
支
払
う
外

は
、
独
立
に
商
売
を
行
な
う
。
ジ
ャ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
関
係
は
、
一
方
的
な
搾
取
・
被
搾
取
の
関
係
で
は
な
く
、

む
し
ろ

「
相
互
依
存
」
関
係
で
あ
る
。
移
住
者
に
と
っ
て
は
、

タ
ウ
ケ
の
存
在
に
よ
っ
て
、
都
市
で
の
一
雇
用
の
場
と
居
住
の
場
が
確
保
さ
れ
る
。

ま
た
、
正
式
な
市
民
登
録
証
を
持
た
な
い
彼
ら
は
タ
ウ
ケ
の
「
客
」
で
あ
る
と
称
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
滞
在
を
「
合
法
化
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
タ
ウ
ケ
に
と
っ
て
は
、
同
郷
者
と
い
う
身
元
が
保
証
さ
れ
た
間
借
入
兼
屋
台
の
借
手
を
常
に
充
足
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
部
門
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
、
ベ
チ
ャ
（
切

0
2
5と
呼
ば
れ
る
輪
タ
ク
の
運
転
手
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
ト
デ
ィ
ル
ジ
ョ
（
関
山
2

0
丘三］
0
・ω・
）
に
よ
る
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
調
査
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
ベ
チ
ャ
運
転
手
と
し
て
働
く
者
の
う
ち
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
で
生
れ
た
者
は
一
六
Mm
に
過
ぎ
ず
、
大
半
は
周
辺
農
村
か
ら
の

移
住
者
あ
る
い
は
通
勤
者
で
あ
る
。
年
齢
層
は
、
二

O
代
・
三

O
代
が
多
く
、
合
わ
せ
て
六
割
を
占
め
る
。
彼
ら
は
、
一
般
に
教
育
水
準

は
低
く
、
全
く
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
者
を
含
め
、
四
分
の
三
以
上
が
小
学
校
卒
以
下
の
学
歴
し
か
持
た
な
い
。
一
日
の
収
入
は
、
日
に

五
O
Oル
ピ
ア
（
約
一
・
二
ド
ル
〉
前
後
が
最
も
多
い
。
既
婚
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
市
内
に
妻
と
同
居

よ
る
変
動
は
大
き
い
も
の
の
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四
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す
る
者
は
そ
の
三
八
Mm
で
あ
り
、
妻
を
村
に
残
し
た
ま
ま
単
身
で
生
活
す
る
者
も
ほ
ぼ
同
数
（
三
七

Mm）
存
在
す
る
。
ベ
チ
ャ
運
転
手
の

中
で
市
内
に
自
ら
の
家
を
持
つ
者
は
一
六

Mm
に
過
ぎ
ず
、

ほ
ぼ
半
数
は
、
出
身
村
に
家
を
所
有
し
て
い
る
。
市
内
に
居
住
す
る
者
の
居
住

形
態
を
見
る
と
、
大
半
は
親
類
・
友
人
・
開
業
者
宅
へ
の
寄
宿
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
中
に
は
、
固
定
し
た
住
居
を
持
た
な
い
者
や
、

ベ
チ
ャ
の
中
で
寝
泊
り
す
る
者
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ベ
チ
ャ
運
転
手
の
生
活
環
境
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
や
は
り
彼
ら
の
都
市
へ
の
ご
時
滞
在

者
」
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
大
半
が
月
一
回
以
上
出
身
村
と
の
聞
を
往
復
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
出
身
村
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
身
村
に
お
け
る
土
地
所
有
状
況
を
見
る
と
、
圧
倒
的
多
数
が
耕
地
を
全
く
所

有
し
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
都
市
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
実
態
を
概
観
し
て
判
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
経
済
部
門
の

所
得
額
は
き
わ
め
て
低
く
、
こ
れ
ら
の
職
へ
の
就
業
者
の
生
活
環
境
も
低
水
準
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
部
分
の
移
住
者

は
、
村
に
生
活
し
て
い
た
時
よ
り
も
生
活
が
改
善
さ
れ
た
か
、
少
な
く
と
も
悪
く
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
答
え
て
い
ぶ
ル
そ
の
背
景
に
あ

る
の
は
、
大
半
の
移
住
者
が
移
住
の
動
機
と
し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
農
村
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
絶
対
的
不
足
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
コ
リ
ア
l

お
o
E
O
F
当
・
「
）
ら
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
ジ
ャ
ワ
農
村
で
は
、
耕
地
を
持
た
な
い
世
帯
の
比
率
は
四
割
か
ら
六
割
、

村
に
よ
っ
て
は
八
割
以
上
に
も
達
す
引
や

ヒ
ュ

l
ゴ

（
巳
ロ
肉
0
・

。－H
）
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

』
の
よ
う
な
土
地
な
し
農
民
は
、
農

閑
期
に
お
い
て
は
農
村
に
全
く
雇
用
機
会
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
わ
ば
農
業
生
産
に
お
け
る
労
働
の
限
界
生
産
力
は
零
に
近
い

状
態
に
あ
り
、
生
活
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
都
市
へ
向
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
ま
た
一
方
で
は
彼
ら
の
移
動
を
、
単
純
に
農
村
の
貧
困
に
よ
っ
て
押
出
さ
れ
た
「
盲
目
的
な
」
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
適

当
で
は
な
い
。
都
市
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
部
門
の
就
業
者
は
、
移
住
前
に
、
都
市
に
住
む
兄
弟
・
親
族
・
知
人
等
を
通
じ
て
、

か
な
り
正
確
な
情
報
を
得
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
協
力
者
に
よ
っ
て
、
移
住
後
き
わ
め
て
短
期

都
市
で
の
雇
用
獲
得
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
園
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四
三



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
園
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

（
伺
）

聞
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
職
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
四
四

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

と
り
わ
け
ジ
ャ
ワ
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
、
テ
ン
プ
ル
（
叶
O
B
U
H
0
・
。
・
司
・
）

ト
ダ
ロ
（
、
『
O
門宮門
0
・
冨
・
）
が
ア
フ
リ
カ
の
都
市
移
動
を
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
た
よ
う
訂
～
都
市
・
農
村
間

の
所
得
格
差
に
基
い
た
都
市
に
お
け
る
期
待
所
得
の
大
き
さ
に
誘
引
さ
れ
た
も
の
と
言
う
よ
り
は
、
こ
う
し
た
農
村
に
お
け
る
零
細
な
土

地
所
有
と
雇
用
機
会
の
不
足
に
規
定
さ
れ
た
、
生
計
維
持
の
た
め
の
移
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
都
市
に
お

け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
部
門
の
存
在
と
、
そ
こ
で
の
雇
用
獲
得
可
能
性
は
ト
ダ
ロ
・
モ
デ
ル
の
言
う
よ
う
な
近
代
部
門
へ
の
雇
用

た
と
え
き
わ
め
て
低
所
得
で
は
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
あ
る
程
度
確
実
に
収
入
の

道
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
都
市
移
住
者
の
移
動
の
決
定
に
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

獲
得
の
た
め
の
単
な
る
待
機
の
場
と
し
て
で
は
な
く
、

〈幻〉

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
語
に
は
、
「
非
公
式
部
門
」
、
「
非
正
常
雇
用
部
門
」
等
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
の
中
で
は
、
隅
谷
三
喜
男
が
「
都
市
雑
業
層
」
と
し
て
分
析
し
て
い
る
、
大
量
の
不
熟
練
・
半
熟
練
労
働
者

者
層
の
都
市
へ
の
滞
留
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

途
上
国
都
市
経
済
の
二
重
性
に
つ
い
て
、
最
初
に
「
フ
ォ
ー
マ
ル
／
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
の
用
語
を
用
い
た
の
は
、
ハ
ー
ト
で
あ
る
。
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（同制）

同
じ
く
テ
ン
プ
ル
に
よ
れ
ば
、
小
商
人
の
四
O
%
、
輪
タ
ク
運
転
手
の
三
五
%
、
売
春
婦
の
五
五
%
が
、
都
市
へ
の
到
着
と
同
時
に
、
最
初
の
職

を
得
て
お
り
、
七
｜
八
割
が
一
週
間
以
内
に
職
を
見
つ
け
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
「
雇
用
吸
収
力
」
の
大
き

さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
へ
の
参
入
に
あ
た
っ
て
、
親
族
や
同
郷
者
の
仲
介
が
き
わ
め
て
強
力
な
役
割

を
果
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
連
鎖
移
動
」
（
口
『
包
回
目
日
常
己
目

S
）
の
重
要
性
は
、
途
上
国
の
都
市
・
農
村
間
人
口
移
動
に
関
す
る
多
く
の

実
証
研
究
に
お
い
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
論
考
を
参
照
。
古
賀
正
則
・
西
口
章
雄
・
浜
口
恒
夫
・
宇
佐
美
好

文
「
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
l
カ
1
ン
プ
ル
、
ジ
ャ
l
ラ
ン
ダ
ル
、
フ
ァ
テ
ハ
パ

1
ド
に
お
け
る
調
査
報
告
｜
」
季

刊
経
済
研
究
、
第
三
巻
一
号
・
三
号
、
一
九
八
O
年
。

斗
O
品回吋
O

F
向－
MU
－
－
〉

Z

D
血
色
口
同
円
、
目
σ
O
戸
吋
宮
円
四
5
2
0ロ
回
出
血
己
円
σ
田
口
口
市
〈
色
D
U
B
m
H
M
H

山
口
戸
市
田
田
口

2
色
。
志
向
山
の
ロ
ロ
ロ
可
戸
市
タ
込
韮
雪

ts

hss善弘
司

h
c
q叫

2
・

g－－
g－
M
M
H
Y
Z

∞l
H
品目・

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
山
崎
の
論
考
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
山
崎
春
成
「
都
市
爆
発
と
農
民
離
村
」
、
吉
岡
健
二
・
山
崎
春
成
編
『
現
代
大
都
市

の
権
造
』
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
所
報
第
二
七
集
、
東
大
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
二
六
九
｜
一
一
一
O
一
一
良
。

〈
品
切
〉

（

mω
）
 

四
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
・
農
村
関
係
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

l
l
aギ
ア

l
ツ
と
マ
ッ
ギ

l
の
所
説
の
再
検
討
を
通
じ
て
｜
｜

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
」
の
問
題
を
論
じ
る
上
で
は
、

（
日
）

て
、
ギ
ア

l
ツ
の
所
論
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

や
は
り
そ
の
先
駆
的
な
業
績
と
し

ギ
ア

l
ツ
は
、
前
述
の
「
農
業
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
」
と
同
年
に
著
わ
さ
れ
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
経
済
発
展
と

近
代
化
の
可
能
性
を
論
じ
た
書
の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
都
市
経
済
を
、
西
欧
近
代
的
な
性
格
を
持
つ

「
企
業
型
経
済
」
ハ

g
w
O
臼

3
・

5
5
あ
る
い
は
骨

E
・4
B
o
n
oロ
O
B
U
U
と
、
伝
統
的
な
「
バ
ザ

l
ル
型
経
済
」

Q
E
R
∞
3
5
5
あ
る
い
は

onoロ
o自
己
と
い
う
、
二
つ
の
対
立
原
理
を
持
つ
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
パ

σ白
N

釦釦円・同一可℃叩

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
園
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四
七



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
国
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四
八

ザ
l
ル
型
経
済
」
は
、
「
信
じ
難
い
ほ
ど
の
量
の
、
特
有
の
交
換
活
動
に
よ
っ
て
相
互
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
競
争
的

な
商
人
た
ち
の
独
立
の
活
動
を
基
盤
と
す
る
」
と
い
う
特
性
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
限
界
的
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
水
準
に
お
い

て
多
数
の
人
々
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
有
利
性
を
持
つ
一
方
で
、
市
場
の
拡
大
と
そ
れ
に
よ
る
利
潤
の
追
求
を
め
ざ

す
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
欠
陥
を
持
つ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ギ
ア
l
ツ
の
議
論
に
は
、
プ

l
ケ
流
の
二
重
経
済
論
の
枠
組
と
、
当
時
の
多
く
の
途
上
国
研
究
者
の
共
通
の
問
題
意
識
で

あ
っ
た
「
近
代
化
」
の
た
め
の
必
要
条
件
の
探
求
と
い
う
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
彼

が
、
「
バ
ザ
l
ル
型
経
済
」
が
近
代
経
済
へ
と
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
悶
ん
で
い
る
も
の
を
、
単
な
る
主
体
の
側
の
「
利
潤
追
求
」
動
機

の
欠
如
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
な
く
「
集
合
的
な
経
済
活
動
を
支
え
る
よ
う
な
発
達
し
た
組
織
形
態
の
欠
如
」
に
求
め
て
い
る
点
、
そ
し

て
そ
の
限
り
に
お
い
て
「
バ
ザ
l
ル
型
経
済
」
の
担
い
手
と
し
て
の
商
人
層
に
、
内
発
的
な
発
展
の
可
能
性
の
契
機
を
探
ろ
う
と
試
み
て

い
る
点
、
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
伸
縮
的
な
価
格
体
系
・
信
用
関
係
の
複
合
的
バ
ラ
ン
ス
・
危
険
・
利
益
マ

ー
ジ
ン
の
細
分
化
」
と
い
っ
た
バ
ザ
l
ル
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
特
性
の
指
摘
と
そ
の
卓
抜
し
た
記
述
は
、
現
在
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・

セ
ク
タ
ー
の
経
済
行
動
の
分
析
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
村
に
お
け
る
農
民
の
行
動
様
式
と
の
対
応
と
い
っ
た
点

で
、
多
く
の
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
、

ギ
ア
l
ツ
の
提
示
し
た
、
企
業
型
経
済
と
バ
ザ
l
ル
型
経
済
の
二
重
性
と
、
ジ
ャ
ワ
農
村
に
お
け
る
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン

の
概
念
を
、
第
三
世
界
都
市
一
般
の
経
済
構
造
の
分
析
に
援
用
し
て
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
理
学
者
の
マ
ッ
ギ
l

ハ
冨
円
。
0
0
・

↓・

0
・
〉
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
七
一
年
に
著
し
た
『
第
三
世
界
の
都
市
化
過
程
』
の
中
で
、
途
上
国
の
都
市
と
農
村
の
双
方
に
お
い
て
、

こ
の
二
つ
の
経
済
部
門
と
そ
の
相
互
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
都
市
・
農
村
関
係
の
枠
組
の
中
に
途
上
国
の
首
位
都
市
を
位
置

づ
け
た
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
こ
こ
で
の
彼
の
議
論
の
貢
献
は
、
単
に
途
上
国
の
都
市
の
存
在
を
都
市
・
農
村
関
係
の
文
脈
の
中
に
据
え

さ
ら
に
都
市
・
農
村
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
と
両
者
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
「
企
業
型
経
済
」
が

た
点
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、

「
バ
ザ



ー
ル
型
経
済
」
を
不
断
に
侵
食
し
て
い
く
過
程
を
よ
り
動
態
的
に
捉
え
た
点
に
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、
小
農
民
経
営
が
農
園
企
業
に
圧
迫

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
「
伝
統
的
」
経
済
シ
ス
テ
ム
が
、
資
本
主
義
的
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
完
全
に
侵
食
さ
れ
尽
く
し
て
し
ま
っ
た

「
キ
ュ
ー
バ
」
型
と
の
対
極
と
し
て
、
都
市
・
農
村
の
双
方
に
お
い
て
、
膨
大
な
「
バ
ザ
l
ル
型
経
済
部
門
」
の
存
在
す
る
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
型
」
を
設
定
し
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
経
済
構
造
が
よ
り
安
定
的
に
存
在
す
る
よ
う
な
固
に
お
い
て
は
、
急
激
な
革
命
的
変
化
が
起

り
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
マ
ッ
ギ
l
の
議
論
は
、
ま
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
と
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
「
資
本
主
義
経
済
部
門
」

と
「
伝
統
経
済
部
門
」
と
の
関
係
を
、
前
者
が
後
者
を
侵
食
し
、
包
含
す
る
と
い
う
一
方
的
な
関
係
と
し
て
据
え
て
い
る
こ
と
は
、
竹
内

が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
陥
ν

「
バ
ザ
l
ル
型
経
済
」
が
「
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
の
所
得
移
転
を
受
け
た
り
、
後
者
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
と
い
う
形
で
の
相
互
依
存
関
係
や
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
浸
透
と
拡
大
の
中
で
む
し
ろ
両
者
の
「
連
闘
が

強
化
」
さ
れ
る
形
で
統
合
化
が
進
む
と
い
っ
た
状
況
の
存
在
を
見
失
う
結
果
と
も
な
っ
て
い
る
。

マ
ッ
ギ
ー
が
提
示
し
た
、
都
市
・
農
村
双
方
の
バ
ザ
l
ル
型
経
済
部
門
を
貫
く
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

1
シ
ョ
ナ
ル
な
様
式
の
存
在

一
方
で
、

と
い
う
図
式
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
・
農
村
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、

一
定
の
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
点
を
も
含
め
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
へ
の
移
動
の
集
中
、
そ
の
結
果
と
し

て
の
こ
れ
ら
都
市
の
急
激
な
人
口
増
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
肥
大
化
と
い
う
状
況
、

一
方
で
こ
れ
ら
移
住
者
が

完
全
に
農

季
節
出
稼
ぎ
的
な
短
期
移
住
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
送
金
や
頻
繁
な
訪
問
を
通
じ
て
、
農

村
と
の
紳
を
密
接
に
維
持
し
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
農
村
の
「
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

1
シ
ョ
ン
」
と
マ
ッ
ギ
！
の
提
起

村
か
ら
排
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
り
は

し
た
「
都
市
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

1
シ
ョ
ン
」
が
相
補
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
農
業

生
産
の
み
に
よ
っ
て
は
生
計
維
持
が
困
難
で
あ
る
よ
う
な
土
地
な
し
農
家
・
零
細
土
地
所
有
農
家
層
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

へ
の
就
業
可
能
性
に
支
え
ら
れ
た
移
住
と
、
そ
れ
を
通
じ
た
都
市
か
ら
農
村
へ
の
所
得
移
転
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
支
え
ら
れ
、
他
方
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
四
九



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
圏
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
五

O

は
、
移
住
者
が
農
村
に
生
活
の
基
盤
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
親
族
や
同
郷
者
集
団
に
代
表
さ
れ
る
農
村
を
軸
と
し
た

関
係
が
都
市
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
に
お
け
る
低
賃
金
で
不
安
定
な
就
業
形
態
が
維
持
・
再
生
産
さ
れ
る
と
と
も
に
、
移
住

者
自
身
に
お
い
て
も
、
不
安
定
な
経
済
状
態
と
、
低
水
準
の
社
会
環
境
・
居
住
条
件
の
下
で
自
ら
を
「
再
生
産
」
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
あ
ら
た
め
て
明
瞭
と
な
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
途
上
国
の
都
市
化
過
程
を
分
析
す
る
際
に
は
、
単
に
都
市
の
領
域
の

み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市
と
農
村
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
経
済
（
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
）
と
バ
ザ
l
ル
型
経
済
（
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
）
の
、
相
互
関
係
の
様
相
を
こ
そ
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
副
ル
さ
ら
に
そ
こ

に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
相
互
作
用
・
相
互
関
係
の
図
式
を
、
世
界
経
済
の
枠
組
の
中
で
構
造
的
に
捉
え
る

ギ
ア

l
ツ
が
展
開
し
た
よ
う
な
内
的
な
主
体
形
成
の
モ
メ
ン
ト
へ
の
洞
察
と
を
、
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
試
み
で
は
な
い
か
と

作
業
と
、

思
わ
れ
る
。

（

日

〉

第
三
世
界
都
市
研
究
の
展
開
の
上
で
の
ギ
ア
l
ツ
の
貢
献
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
竹
内
に
よ
っ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
竹
内
啓
一
、

「
社
会
地
理
学
と
第
三
世
界
｜
都
市
の
場
合
｜
」
一
橋
論
叢
、
第
七
十
五
巻
二
号
、
一
九
七
四
年
、
一
四
一
一
一
l
二
ハ
一
一
貝
。
）
な
お
、
こ
こ
で
竹
内

が
提
示
し
て
い
る
第
三
世
界
都
市
研
究
の
パ

l
ス
ベ
タ
テ
ィ
ヴ
は
、
き
わ
め
て
卓
越
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
付
雪
一
目
し
て
お
く
。

pqHN
・。・
huミ
号
、
師
白
色
、
、
寄
窓
口
旬
。
色
白

hgsh混
同
義
弘
同
町
q
s
q
言
内
包
一
弘
司
ミ

N
a
g
s
M
3
5
H亘
書
E
S
ロ
S
F
9
5問。．

岡
山
田
町

ω・

こ
の
二
重
経
済
の
図
式
が
あ
ま
り
に
有
名
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
看
過
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
正
確
に
言
え
ば
、
こ
の
「
企
業
型
経
済
」
と

「
パ
サ
l
ル
型
経
済
」
の
対
立
は
、
本
書
の
半
分
を
占
め
る
ジ
ャ
ワ
の
仮
名
都
市
モ
ジ
ョ
タ
ト
の
分
析
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

の
タ
イ
ト
ル

4
a
e
R回目白血
F
・
日
回
目
。
師
事
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
で
ジ
ャ
ワ
都
市
と
の
対
照
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
パ
リ
島

の
都
市
タ
パ
ナ
ン
で
は
、
ジ
ャ
ワ
都
市
に
お
け
る
よ
う
な
商
人
層
の
形
成
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
貴
族
層
が
経
済
発
展
の
担
い
手
と
し

〈
閉
品
〉

（臼）



（

倒

〉

（
問
山
〉

（日出〉

て
の
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

P
R
F
。・・

8
・

5
・

3
・N
∞
｜
包

。市内
WH
－H
N
・。・

O
H
Y

白山門・
M
M

－N
由・

た
だ
し
、
プ
l
ケ
の
場
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
二
重
経
済
を
、
外
部
か
ら
移
入
さ
れ
た
「
資
本
主
義
経
済
」
と
、
伝
統
的
な
村
落
共
同
体

を
基
盤
と
し
た
「
前
資
本
主
義
的
経
済
」
の
対
立
と
し
て
、
静
態
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
ギ
ア
l
ツ
は
、
前
述
の
ジ
ャ
ワ
農
村
の
イ
ン
ヴ

ォ
リ
ュ

l
シ
ョ
ナ
ル
な
構
造
を
、
植
民
地
化
の
過
程
に
お
い
て
喚
起
さ
れ
周
定
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
動
態
的
に
描
い
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
ブ
l
ケ
よ
り
明
ら
か
に
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
。

ロ
ス
ト
ウ
に
代
表
さ
れ
る
「
近
代
化
」
論
の
背
景
に
当
時
の
先
進
国
の
途
上
国
に
対
す
る
政
治
的
・
戦
略
的
配
慮
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
戸

谷
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
〈
戸
谷
洋
「
東
南
ア
ジ
ア
近
代
化
論
と
そ
の
課
題
」
、
社
会
学
評
論
、
第
九
四
号
、
一
九
七
三
年
、
一
八
頁
。
）

一
九
五
二
年
か
ら
五
四
年
に
か
け
て
ギ
ア
l
ツ
が
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
既
に
紹
介
し
た
文
献
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
す
ぐ
れ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
究
を
生
む
契
機
を
も
た
ら
し
た
、
マ
叶
チ
ュ

l
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
地
域
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
下

に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
の

2円
F
h
hミ
ghHミ
ミ

iseaミ
念
講
所
収
の

ヒ
ギ
ン
ズ
の
序
文
及
び
ギ
ア
l
ツ
の
謝
辞
を
参
照
）

。史
W
H
・H
N
一・。・・旬。白血－
21回
目
ロ
弘
司
ユ
ロ
n
o
p
H
M
・N
由・

の何冊吋
H
N
・

p
・

3
・

nx－
E
・
g－
ミ
・

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
が
興
味
深
い
。
関
本
照
夫
「
二
者
関
係
と
経
済
取
引
｜
中
部
ジ
ャ
ワ
村
落
経
済
生
活
の
研
究
」
国
立
民
族
学
博
物

館
研
究
報
告
、
第
五
巻
二
号
、
三
七
六

l
四
O
七
頁
。

以
下
に
お
け
る
議
論
は
、

z
n
C巾
タ
吋
－
。
・
・

5
ご
・
と
り
わ
け
第
三
章
河

2
D－E
－S
R可
。

E
ロ
四
四
回
ロ
且

5
0
叶，

E
邑
巧
R
E
C
q
f〉

寸｝岡市
O
弓
O
片
口
号

S
H
E
D－Z
2
8・
M
M
U

－
E
l
E・
を
参
照
。

窓口
Q
叩

P

↓・。
s
o
u－
n
F
Z・ミ
l
g・

竹
内
、
前
掲
論
文
、
二

i
一
二
頁
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
都
市
・
農
村
聞
の
労
働
移
動
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
メ
イ
ヤ
ス
ー
ら
の
論
考
を
参
照
。
（
C
・
メ
イ
ヤ
ス

l
、
川
田
順
造
・
原
口
武
彦
訳
『
家
族
制
共
同
体
の
理
論
｜
経
済
人
類
学
の
課
題
』
、
筑
摩
書
富
山
、
一
九
七
七
年
。
〉

新
津
ら
が
報
告
し
て
い
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ス
ラ
ム
居
住
者
の
「
諦
観
型
」
特
性
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
都
市
移
住
者
の
存
在

（閉山）

ハ
回
叫
〉

（

m四
）

（印）

（

臼

〉

（位）

（

伺

〉

（創出〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
園
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

五



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
国
内
人
口
移
動
と
都
市
化
の
動
向
に
つ
い
て

二
五
二

ハ
間
W
〉

形
態
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
（
新
津
晃
一
他
「
発
展
途
上
国
の
ス
ラ
ム
｜
マ
ニ
ラ
、
バ
ン
コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ア
ン
カ
ラ
に
お
け
る

比
較
研
究
｜
」
第
五
六
回
日
本
社
会
学
会
大
会
研
究
報
告
資
料
、
一
九
八
三
年
。
）

近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
域
研
究
勺
中
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
持
つ
次
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
論
考
が
生
れ
て
き
て
い
る
。
沢
喜
ロ
・
』
－

P

R
S
g
h
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白
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目
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〔
付
記
〕

本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
③
「
第
三
世
界
に
お
け
る
大
都
市
問
題
の
比
較
研
究
」
（
課
題
番
号
五
八
三
八

O
O
O九
、
研
究
代
表
者
古
賀

正
則
〉
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
一
月
六
｜
八
日
に
行
な
わ
れ
た
同
研
究
費
に
よ
る
研
究
会
合
宿
で
は
、
本
稿
の
テ
l
マ
に
関
連
す
る
多
く
の
興
味
深
い
議
論
が
な
さ
れ
た

が
、
本
稿
脱
稿
後
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
十
分
議
論
を
尽
く
し
得
な
か
っ
た
い
く
つ

か
の
問
題
と
共
に
、
後
日
を
期
し
た
い
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
国
際
基
督
教
大
学
の
新
津
晃
一
先
生
か
ら
は
、
貴
重
な
資
料
を
多
数
ご
提

供
頂
く
と
と
も
に
、
多
く
の
助
言
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
水
野
広
祐
氏
に
は
、
資
料
収
集
に
ご
助
力
頂
く
と
と
も
に
、
多
く
の
示
唆

を
頂
い
た
。
図
表
の
整
理
・
浄
書
に
は
、
大
学
院
生
の
堤
研
二
君
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。


